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Hyper-V または SQL Server over SMB 構成を計画

ボリューム設定ワークシートに記入

このワークシートを使用すると、 SQL Server および Hyper-V over SMB 構成用のボリ
ュームを作成する際に必要となる値を簡単に記録できます。

ボリュームごとに、次の情報を指定する必要があります。

• Storage Virtual Machine （ SVM ）名

SVM 名はすべてのボリュームで同じです。

• ボリューム名

• アグリゲート名

ボリュームは、クラスタ内のノード上のアグリゲートに作成できます。

• サイズ

• ジャンクションパス

アプリケーションサーバのデータを格納するボリュームの作成時には、次の事項を考慮してください。

• ルートボリュームのセキュリティ形式が NTFS でない場合は、ボリュームの作成時にセキュリティ形式を
NTFS として指定する必要があります。

デフォルトで、ボリュームは SVM ルートボリュームのセキュリティ形式を継承します。

• ボリュームには、デフォルトのボリュームスペースギャランティを設定する必要があります。

• 必要に応じて、スペースのオートサイズ管理を設定できます。

• Snapshotコピーのスペースリザベーションを決定するオプションは、に設定する必要があります 0。

• ボリュームに適用される Snapshot ポリシーを無効にする必要があります。

SVM の Snapshot ポリシーが無効になっている場合は、ボリュームの Snapshot ポリシーを指定する必要
はありません。ボリュームは SVM の Snapshot ポリシーを継承します。SVM の Snapshot ポリシーが無
効になっておらず、 Snapshot コピーを作成するように設定されている場合は、 Snapshot ポリシーをボ
リュームレベルで指定し、そのポリシーを無効にする必要があります。Snapshot コピーの作成と削除
は、シャドウコピーサービス対応のバックアップと SQL Server バックアップによって管理されます。

• ボリュームに負荷共有ミラーを設定することはできません。

アプリケーションサーバで使用される共有を作成するジャンクションパスを選択する際は、共有エントリポイ
ントの下に結合されたボリュームが含まれないようにする必要があります。

たとえば、仮想マシンファイルを「 vol1 」、「 vol2 」、「 vol3 」、および「 vol4 」という名前の 4 つのボ
リュームに格納する場合は、例に示すネームスペースを作成できます。その後、次のパスにアプリケーション

サーバの共有を作成できます。 /data1/vol1、 /data1/vol2、 /data2/vol3`および `/data2/vol4。
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                     Junction                       Junction

Vserver Volume       Active   Junction Path         Path Source

------- ------------ -------- -------------------   -----------

vs1     data1         true     /data1               RW_volume

vs1     vol1          true     /data1/vol1          RW_volume

vs1     vol2          true     /data1/vol2          RW_volume

vs1     data2         true     /data2               RW_volume

vs1     vol3          true     /data2/vol3          RW_volume

vs1     vol4          true     /data2/vol4          RW_volume

情報の種類 値

Volume 1 ：ボリューム名、アグリゲート、サイズ、
ジャンクションパス _

_ ボリューム 2 ：ボリューム名、アグリゲート、サイ
ズ、ジャンクションパス _

ボリューム3：ボリューム名、アグリゲート、サイ
ズ、ジャンクションパス

ボリューム4：ボリューム名、アグリゲート、サイ
ズ、ジャンクションパス

ボリューム5：ボリューム名、アグリゲート、サイ
ズ、ジャンクションパス

ボリューム6：ボリューム名、アグリゲート、サイ
ズ、ジャンクションパス

追加ボリューム：ボリューム名、アグリゲート、サ
イズ、ジャンクションパス _

SMB 共有設定ワークシートに記入

このワークシートを使用して、 SQL Server および Hyper-V over SMB 構成用に継続的
可用性を備えた SMB 共有を作成する際に必要となる値を記録してください。

SMB 共有のプロパティおよび設定に関する情報

共有ごとに、次の情報を指定する必要があります。

• Storage Virtual Machine （ SVM ）名

SVM 名はすべての共有で同じです
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• 共有名

• パス

• 共有プロパティ

次の 2 つの共有プロパティを設定する必要があります。

◦ oplocks

◦ continuously-available

次の共有プロパティは設定しないでください。

• homedirectory attributecache

• branchcache

• access-based-enumeration

◦ シンボリックリンクが無効になっている必要があります（の値） -symlink-properties パラメー
タはnullにする必要があります[""]）。

共有パスに関する情報

リモート VSS を使用して Hyper-V ファイルをバックアップする場合は、 Hyper-V サーバから仮想マシンファ
イルの格納場所への SMB 接続を確立する際に使用する共有パスの選択が重要になります。共有はネームスペ
ース内の任意のポイントに作成できますが、 Hyper-V サーバで使用される共有のパスに結合されたボリュー
ムを含めることはできません。ジャンクションポイントを含む共有パスでシャドウコピー処理を実行すること
はできません。

データベースディレクトリ構造を作成する場合、 SQL Server はジャンクションを横断できません。ジャンク
ションポイントを含む SQL Server の共有パスは作成しないでください。

たとえば、次に示すネームスペースを例にとると、仮想マシンファイルまたはデータベースファイルをボリュ
ーム「vol1」、「vol2」、「vol3」、および「vol4」に格納する場合は、アプリケーションサーバの共有を次

のパスに作成する必要があります。 /data1/vol1、 /data1/vol2、 /data2/vol3`および

`/data2/vol4。

                     Junction                       Junction

Vserver Volume       Active   Junction Path         Path Source

------- ------------ -------- -------------------   -----------

vs1     data1         true     /data1               RW_volume

vs1     vol1          true     /data1/vol1          RW_volume

vs1     vol2          true     /data1/vol2          RW_volume

vs1     data2         true     /data2               RW_volume

vs1     vol3          true     /data2/vol3          RW_volume

vs1     vol4          true     /data2/vol4          RW_volume

共有は上で作成できますが /data1 および /data2 パス管理管理用に、これらの共有を使用し
てデータを格納するようにアプリケーションサーバを設定しないでください。
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計画ワークシート

情報の種類 値

_ ボリューム 1 ： SMB 共有名およびパス _

ボリューム2：SMB共有名とパス

ボリューム3：SMB共有名とパス

ボリューム4：SMB共有名とパス

ボリューム5：SMB共有名とパス

ボリューム6：SMB共有名とパス

ボリューム7：SMB共有名とパス

追加ボリューム： SMB 共有名およびパス _
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